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　「世に役立つ人物の養成」を建学の
理念とする本学では、ビジネス社会に
おける諸問題を発見・解決できる能力
の育成を目指し、起業家精神あふれる
人材を育成しようとする取組の一環と
して「ビジネス・アイディアコンテス
ト」を開催しています。
　起業家精神の涵養と起業家的な資
質・能力の育成を目標として、本学の
学生・大学院生を対象として 2003 年
度から毎年実施する新しい商品・サー
ビスやビジネスモデルのアイディアを
競うコンテストです。
　第 14 回の本コンテストは、第 10 回
大会から自由部門と企業からの課題に
取組む課題部門を設定し 5 年目となりました。今年度も旭電機化成株式会社、
株式会社カワキタに課題提供企業としてご協力いただきました。
　平成 28 年 4 月 18 日（月）・19 日（火）・20 日（水）には自由部門（全体）
説明会、4 月 27 日（水）と 28 日（木）には課題提供企業の代表者の方に来
ていただき、計 5 回の説明会を開催しました。
　今年度は、過去最多となる 1,004 件（自由部門 686 件、課題部門 318 件）
の応募があり、第 1 次審査で 48 件通過し、第 2 次審査で 8 件のアイディア
が最終審査に進みました。
　また、第 1 次審査通過者を対象とし
たサポートプログラムとして、プレゼ
ン道場（プレゼンテーションスキルブ
ラッシュアップ講座）を平成 28 年 8
月 5 日（金）、8 日（月）、9 月 5 日（月）
の計 3 日間（10:30 〜 12:30）実施しま
した。1 日目は、プレゼンテーション
の基礎から自己紹介を使った 1 分間のプレゼンテーションの練習、2 日目は、
実際に審査会場となる場所でのプレゼンテーション体験を実施し、最終日は
第 2 次審査直前対策として最後の練習を行いました。

　10 月 29 日（土）には、ファイナリスト 8 名のプレゼンテーション審査を
実施し、また、課題提供企業である旭電機化成株式会社との連携事業の発表
や昨年のファイナリスト 2 名による海外ビジネス研修の報告を行いました。
　審査結果としまして学長賞、副学長
賞、東大阪商工会議所会頭賞、特定非
営利活動法人東大阪地域活性化支援機
構理事長賞各 1 名、審査員特別賞 4 名
が決定しました。
　上位 4 名には副賞として、世界の動
向を肌で感じられる機会となる海外ビ
ジネス研修を実施しました。海外ビジ
ネス研修では、国を越え現地の方と心を通わせることによって、いつまでも
色あせることのない思い出と人間関係を築き、その国の良さを知り、同時に
日本の良さにも気づく内容を実施しました。
　たとえば、
　・現地の語学学校で英会話の授業を受講し、英会話に興味を持つきっかけ

づくりと英会話力を高める機会とする。
　・現地で活躍する日系企業の視察やビジネス講義を受講し、起業家精神に

ふれる機会とする。
　学生があらゆる場面でいろいろな経験・体験できるプログラムを構築し、
そのことにより起業家精神あふれる人材を育成したいと考えています。
　また、第 14 回大商大ビジネス・アイディアコンテストの運営は、以前に
本コンテストに関わった学生が中心となり、受賞者・審査員の誘導、司会、
ステージマネジメント、賞状授与のサポートなどを担当しました。

【運営スタッフの紹介】
　左側から
　　公共経営学科２年　岩本一輝さん
　　商学科　　　４年　平峠佑望さん
　　経営学科　　３年　伊集大悟さん
　　商学科　　　２年　稲岡保准さん
　　経営学科　　２年　帖佐晴菜さん

②第 14 回 大商大ビジネス・アイディアコンテスト

②第14回 大商大ビジネス・アイディアコンテスト



86 87受賞アイディア紹介

　実学教育の一環として、全国高等学校ビジネスアイディア甲子園をレベル
アップした形で本学の大学生・大学院生を対象に平成 28 年 10 月 29 日 ( 土 )
に「大商大ビジネス・アイディアコンテスト ファイナルプレゼンテーショ
ン＆表彰式」が開催されました。
　今回応募作品 1,004 件の中から第 1・2 次審査を突破した 8 名のファイナ
リストのアイディアをご紹介します。

☆学長賞☆
◉商学科１年　古川晴加さん　　

　【ごみもはいるやん】
《自由部門》
　たくさんの人が、外出先で飴を食べた時、ごみを捨て
るためにごみ箱を探したり、カバンのポケットにしまう
と思います。それでは、ごみ箱を探すのが面倒、ポケッ
ト内でごみが散らばるという問題があります。それらを
解決するのが「ごみもはいるやん」です。大きい飴の袋
を中央で縦に仕切り、２つポケットを作ったものです。
片側には飴を入れ、もう片側には食べた後のごみを入れ
ることができるという商品です。

☆副学長賞☆
◉経済学科 1 年　木村有希さん

　【ぽちっとな　〜不審者侵入禁止ボタン〜】
《自由部門》
　私が考えた「ぽちっとな」は安心とされるオートロッ
クマンションを対象としたアイディアです。オートロッ
クは鍵を開けた後、数十秒は扉が開いたままになってし
まいます。不審者はその数十秒を狙い、マンション内へ
と侵入します。
　私の考えた「ぽちっとな」は鍵を開けた後、自分でマ
ンション内の扉の横にあるボタン（ぽちっとな）を押し
て開いたままになっている扉を自分で閉めるといったア
イディアです。

☆東大阪商工会議所 会頭賞☆
◉経済学科 2 年　中岡智哉さん　　

　【歯ブラシちゃかちゃか】
《自由部門》
　遊びと健康を兼ねる子ども用歯ブラシ。持ち手は内部
がくり抜かれており、透明フィルムのついた構造。そこ
に消費者が別売りの背景デザインをはめ込み、ビーズや
鈴など「ぶつかり合って音の出るモノ」を入れる。持ち
手を背景とビーズの組み合わせで自由にデザインし遊び
ながら、「ちゃかちゃか」と音が鳴る、歯ブラシから歯
磨きを好きになってもらうための商品。ブラシ部分は交
換可能で、お気に入りの持ち手を再利用できる。

第14回 大商大ビジネス・アイディアコンテスト
受賞アイディア紹介

学長賞を受賞した
古川晴加さんと谷岡学長

受賞者と審査員全員で
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◉経済学科 1 年　長濱理子さん

　【〜ついたてスタンド〜】
《自由部門》
　〜ついたてスタンド〜とは、従来のついたてとハン
ガースタンドを組み合わせたものです。私はよくついた
てに、帽子やコートを掛けていました。しかし、気が付
くと帽子や服は落ちているのです。そんなところから、
利便性に欠けているなと思い、ハンガースタンドを思い
つきました。なによりもポイントとなるのが、オプショ
ンとして、ついたて部分とハンガーの部分は取り換えが
可能という事です。例えば、春夏秋冬それぞれのシリー
ズなどに自分で組み替えることができます。そういった
楽しみ方もできる商品です。

◉経営学科 2 年　藤川功基さん　

　【Made in Japan paper
　　〜紙の可能性で暮らしを豊かに（東南アジア編）〜】

《自由部門》
　Made in Japan paper とは日本の高い製紙技術を生か
し、和紙や高品質かつユニークな紙製品をこれから生活
レベルがどんどん上がっていくとされているアジア ( 中
国や東南アジア ) にネット販売や紙の専門店を作り、販
売するというビジネスである。
　日本の中小製紙会社はまだ海外に出回っていない、最
新の技術を駆使したユニークな紙製品が出てきている。
そのような和紙やユニークな紙製品をアジアへ向けて販
売していくことは、十分にビジネスチャンスがある。

☆ NPO 法人東大阪地域活性化支援機構 理事長賞☆
◉経営学科 2 年　眞鍋梨乃さん　　

　【ポケット布団カバー】
《自由部門》
　この商品は、掛布団がベッドや敷布団から落ちないよ
うにするためのものである。
ターゲットは、主に小学生以下の小さな子供と、その親
である。形状としては、敷布団カバーに大きなチャック
で取り外し可能なポケットを付け、横幅の広い寝袋のよ
うになっている。
　子供用、大人用、夏用、冬用を用意し、用途によって
使い分けることができる。子供が好きなカラーと柄のバ
リエーションを設け、自分好みにカスタマイズもできる
ようになっている。

☆審査員特別賞（４名学年順）☆
◉経営学科 1 年　黒田尚希さん

　【エコパッキン「ストッパーくん」】
《課題部門》課題提供企業／旭電機化成株式会社　
　私が今回考えたアイディアはエコパッキン「ストッ
パーくん」です。ストッパーくんはどのようなアイディ
アなのかを簡単に言いますと、水道栓の部分にかます事
により、節水ができるエコグッズです。このアイディア
を思いついたのは、親子喧嘩からでした。皿洗いという
のは、私が思っていたより水が飛び跳ね、どうにかなら
ないかと考えたところこのアイディアを思いつき、また
日本は蛇口をひねると水が出てくる大変便利な国です。
しかし、それに頼りすぎてしまうと、水が枯渇する恐れがあります。今エコ
が叫ばれている時代です。このアイディアは今の時代にぴったりの商品だと
私は思います。
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◉公共経営学科 4 年　野田健人さん　　

　【洗うこといらない 10 回使える箸】
《課題部門》課題提供企業／株式会社カワキタ
　この箸には、薄い紙が 10 枚コーティングされていま
す。その紙とは、熱にも強く、100 度ぐらいでは、溶け
ない紙を使用しています。紙を１枚めくることで、新品
同様の箸として使用できる箸となっています。また、紙
をめくらず、洗ってもらうことにより、普通の箸として
も使用できる箸となっています。
　大学生になり、熊本から出てきて、一人暮らしを始め、
掃除・洗濯・洗い物の３点が苦手でした。この３点の中
で減らすことができるのは、洗い物と考えこのアイディ
アが浮かびました。
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※１　審査員の選考とは別に、来場者の投票によって決まる賞を新たに設けました。
※２　企業賞該当アイディアは選出されませんでした。


